慢性低酸素ラットモデルにおけるチアノーゼ心筋の虚血再灌流傷害に対する年齢依存性の脆弱性 by Fujita, Yasufumi
氏 名
授 与 し た 学 位
専 攻 分 野 の 名 称
学 位 授 与 番 号
学 位 授 与 の 日付
学 位 授 与 の 要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 貞 教授 伊藤 浩 教授 佐々木順造 准教授 五藤 意吹
















論 文 蕃 査 結 果 の 要 旨
本研究は先天性チアノーゼ心疾患における慢性の低酸素血症が､柿
後心筋障害に及ぼす影響とそれにかかわる低酸素曝露時間の関与を検
討したものである｡まず､これを実証するための動物実験系を確立し
たことに価値がある｡低酸素に曝される期間が長いほど虚血一再潅流後
の心機能が障害され心筋ダメージが大きくなるという知見が得られ､
より早期の手術を考慮する必要があるという臨床-のメッセージを送
った意義も大きい｡価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
